
大沼国定公園（七飯町、鹿部町、森町）

恵山道立自然公園（函館市、七飯町、鹿部町）

松前矢越道立自然公園（松前町、福島町、知内町)

檜山道立自然公園（八雲町）

大千軒岳地域(松前町)

静狩・礼文華地域(長万部町)

犬 7 7 0

猫 63 42 21

項目
譲渡対象
頭数

譲渡
頭数

令和７年 602 8,475 761 9,827 7 129

10,601 12 131

令和６年 539 8,743 653 10,297 5 104

令和５年 549 9,082 656

96.6%

自然公園

道自然環境保全地域

項目
発生件数(件) 負傷者数(人) 死者数(人)

全道 全道

全　国 851 19.5 全   道 5,013,616 4,845,303

全道 継続
飼養数

84.0%

全　道 912 22.8 管 内 計 356,443 314,711 88.3%

管　内 1,033 16.3 長万部町 4,665 3,918

鹿 部 町 3,485 1,121 32.2%

区　分
１人１日当たり排出量 リサイクル率 森   町 13,476 7,407 55.0%

(ｇ／人・日) (％) 八 雲 町 14,421 11,889 82.4%

木古内町 3,443 2,347 68.2%

七 飯 町 27,068 22,277 82.3%

福 島 町 3,337 954 28.6%

知 内 町 3,778 3,490 92.4%

北 斗 市 42,510 39,904 93.9%

松 前 町 5,730 1,843 32.2%

函 館 市 234,530 219,561 93.6%

市町村名
行政区域 汚水処理

普及率
内人口 人　口

令和５年度の渡島地域のごみ処理の状況は、総排出量が約13

万8千ﾄﾝです。令和４年度と比較して約3.1％減少しています。

１人１日当たりの排出量は、全国の851ｇ、全道の912ｇに対し、

管内は1,033ｇであり、また、リサイクル率は全国の19.5％、全

道の22.8％に対して管内は16.3％となっています。

循環型社会推進のため、ごみの減量化、及びリサイクルの推進

が求められます。また、令和６年度末現在の汚水処理人口普及率

は88.3％と、全道平均の96.6％を下回っています。

渡島地域は、複雑で変化に富んだ海岸や駒ヶ岳、恵山などの火山、ブナな

どの広葉樹林に代表される特徴的な植生分布、数多くの渡り鳥の中継地など

多様で豊かな自然環境に恵まれています。

こうした豊かな自然環境を守るため、特にすぐれた地域は自然公園や自然

環境保全地域などに指定されており、適切な保全と利用促進などの様々な取

組みが行われています。

●交通死亡事故発生状況 ●飼養動物の愛護管理

●市町村別汚水処理人口普及率

令和7年3月31日現在(単位：人、％)

●管内のごみ排出量原単位およびリサイクル率

令和6年3月31日現在(単位：ｇ／人･日、％)

恵山(函館市)

大沼と駒ヶ岳(七飯町)
●自然公園などの指定場所

■ 渡島のくらし

環境保全

自然環境

生活

令和7年3月31日現在(単位：頭)

令和７年の管内の交通事故発生状況は、発生件数、負傷者数及び死

者数のいずれも前年を上回り、死者数は２名増の７名となっています。

全道では発生件数及び負傷者数

は前年を下回りましたが、死者数

について前年を上回りました。

なお、都道府県別の死者数を見

ると、北海道は３位でした。

(１位 神奈川県、２位 東京都)

令和7年9月19日

秋の全国交通安全運動における旗の波作戦

令和６年11月に北海道動物愛護センター

（道南センター）が本格運用を開始しました。

函館市や地域の動物愛護団体と連携して適

正飼養の普及啓発や犬猫の譲渡促進に取り組

んでいます。

令和６年度は、保健

所からの直接譲渡、セ

ンターからの譲渡、合

同譲渡会等を通じ、

49頭の犬猫を希望者に

譲渡しました。
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